
本庁舎整備の検討経緯等
（１） 世田谷区本庁舎の経緯

 竣工年度（区民会館含む）

第１庁舎 昭和３５年 築年数５３年

第２庁舎 昭和４４年 築年数４５年

第３庁舎 平成４年 築年数２１年

世田谷区民会館 昭和３４年 築年数５５年
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本庁舎整備の検討経緯等
（２）世田谷区本庁舎の経緯

2

耐震補強
阪神淡路大震災後に耐震診断を行い、耐震補強を実施
（＊ Is値を０．６１に引き上げ）



設計

•代表的な近代建築家のうちの一人である前川國男が設計した。
他にも国立西洋美術館・東京文化会館・新宿の紀伊国屋書店
等を設計している

中庭を囲む配置

•第一庁舎と区民会館は中庭を中心とした空間をコンクリートの
打ちっぱなしの建物が囲む独特な構成

統一された建物群

•第２庁舎は後から建築されたことから、第１庁舎と区民会館と
の統一性を考慮された配置となっている

本庁舎整備の検討経緯等

（３）本庁舎の特徴
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本庁舎整備の検討経緯等
（４）本庁舎周辺の環境
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平成１６～１９年度 調査研究

区役所庁舎等の現状と問題点を整理

庁舎の求められる機能、性能を整理 等

平成２０～２１年

世田谷区本庁舎等整備審議会の開催

平成２１年８月 審議会答申

平成２５年 有識者アドバイザー 災害対策・区民サー

ビス・環境対策等に関する意見聴取

区民ワークショップ 区民からの意見聴取

平成２６年３月

『本庁舎等整備方針』策定

本庁舎整備の検討経緯等

（５）本庁舎整備の検討経緯
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世田谷区本庁舎等整備方針

世田谷区
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本庁舎の基本的な考え方

高い耐震性と災害対策本部機能の具備

単なる行政サービスの提供に留まらず、区民のふれ
あいと交流を育む開かれた場

低いライフサイクルコストの実現

環境への配慮

将来の人口・技術革新等の変動への柔軟性確保
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区民サービス

災害対策

環境対策

その他

 わかりやすく親しみやすい窓口

 区民活動・交流拠点としての場

 わかりやすい庁舎配置とサイン計画

 すべての人にやさしい庁舎（ユニバー
サルデザイン）

 より安全・快適に利用される配慮

 大震災を想定した耐震性の確保

 中枢管理機能の強化

 災害時の行政機能継続性確保

 高い環境性能を備えた庁舎

 自然エネルギー・熱利用等の活用

 施設緑化の推進

本庁舎の備えるべき機能

 情報通信技術（ＩＣＴ）の活用

 技術進化への将来対応

 業務能率増進につながる執務環境
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整備を進めるにあたって

（１）本庁舎の場所

審議会の答申 ： 歴史的経緯等から本庁舎の場所は現在地が望まし
いが、交通・周辺環境から移転の可能性についても検討が必要

用地取得・用途地域等の関係で、現在地以外に望ましい場所を見出す
ことはできなかった

本庁舎の場所は現在地とする。ただし、世田谷総合支所は別の場所を
含めて検討する
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整備を進めるにあたって

（２）本庁舎の規模（延床面積）

現本庁舎延床面積 ： 約２８，０００㎡

（うち世田谷総合支所 約３，８００㎡）

必要な延床面積試算

総務省基準 約４５，０００㎡

積上げ方式 約６０，０００㎡

現段階では、本庁舎の規模は

最低で約４５，０００㎡ とする

（具体的な規模は、基本構想の中で検討する）
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現本庁舎 → 老朽化・狭あい化・分散化、さらに

災害対策、区民サービス、環境対応に問題

上記問題の抜本的解決、これからの社会の要請に対応
できる本庁舎等のあるべき姿の実現

本庁舎等の一部または全部を取り壊し、１０年後を目途に
改築する

（一部か全部かについては、基本構想の中で検討する）

整備を進めるにあたって

（３）本庁舎の整備手法

11



整備を進めるにあたって

（４）地域行政制度・地方分権改革との関連性

今後の本庁舎等整備の検討にあたっては、地域行政の展開に関する検
討や、現在進められている地方分権改革による国や都からの事務移管

等の動向を踏まえていきます。

地域行政
の展開

地方分権改革による

国や都からの事務移管

本庁舎等整備

の検討
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整備を進めるにあたって

（５）世田谷らしさ

本庁舎
の特徴

ケヤキ並
木など緑と
の調和

中庭を囲
む開放的
な配置

区民より寄
贈を受け
た歴史

世田谷らしい本庁舎を目指します。

 緑と調和した環境

 敷地全体の中で建物や広場、緑をどう配置していくか

 周辺環境との連続性
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今後の検討の進め方

（１）基本構想
次のステップとして基本構想に着手します。

 今後概ね２年間を基本構想策定の期間とします。

 区民の方々や議会のご意見、さらに職員の意見を聴きながら進
めます。

 以下の項目について検討します。

 備えるべき機能
 本庁舎の規模（延床面積）
 整備手法
 事業手法
 総事業費
 本庁舎と世田谷区民会館について
 本庁舎と世田谷総合支所について
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今後の検討の進め方

（２）今後の取り組み

整備手法や事業手法、２０２０年東京オリンピック・パラリ
ンピックへのインフラ整備をはじめとする社会経済状況の
変化等による影響も考えられますが、現段階では、１０年
後を目途に改築に取り組みます。

基本構想

設計事業者選定
基本設計
実施設計
施工業者選定

建設工事

新
庁
舎
開
庁

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ７年目 ８年目 ９年目 １０年目

一般的な手法で進めた場合

６年目
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